平成 25 年 2 月 5 日 
金融 庁 検査 局 


監督 局 


「 平 成 23 年 東北 地方 太平 洋 沖 地震 に よる 炎 害 に つい て の 金融 検査 マニ 
ュ ア ル ・ 監 督 指針 の 特例 措置 及び 運用 の 明確 化 に つい て 」 に 関す る よく 
ある ご 質問 (FAQ) 


く 目 次 > 
1. 全体 
(1- 1) 今般 の 措置 は 平成 23 年 3 月 期 決算 限り の も の で し ょ うか 。 ……………… 6 


(1-2) 「 災 害 の 影響 」、「 地 震 の 影響 」 と いう の は 、 上 具体 的 に どの 範囲 まで 含め 
で いる の EE RRR CR 6 


(1-3) 今般 の 措置 に 基づく 金融 機関 の 対応 を 検査 で どの よう に 検証 する の で し ょ 
うか 。 Pe OE Oe OP OAT CRE OO PTO の 6 


2. 金融 検査 マニ ュ ア ル (特例 措置 ) 


(2-1) 今般 の 特例 措置 に 基づい て 、 自 己 査 定 を 行わ な いと いけ な い の で し ょ うか 。 
また 、 今 般 の 措置 に 基づく 自己 査定 を 行う 場合 、 自 己 査 定 基準 を 見 直す 必 
ES RE IO I 7 


(2-2)「 一 時 的 に 当該 債務 者 な どの 実態 把握 が 困難 」 と あり ます が 、「 一 時 的 」 を 
どの よう に 解釈 すれ ば 良い で し ょ うか 。 en 7 


(2-3)「 そ れ ま で に 把握 し て いる 情報 」 と あり ます が 、12 月 末 の 仮 基 準 日 で の 自 
己 査定 結果 を 用 いる こと は で きる の で し ょ うか 。 mmm 7 


(2-4)「 財 務 諸 表 等 へ の 注記 が 必要 と な る 場合 が ある 」 と あり ます が 、 注 記 に は 
何 を 書け ば よい の で し ょ うか 。 ま た 、「 開 示 債権 」 に つい て も 注記 の 対応 は 
REED CE SE NR OA 8 


( 2 -5) 非 上 場 の 有価 証券 に つい て も 、 合 理 的 な 判断 が 困難 な 場合 は 、 そ れ ま で に 
把握 し て いる 情報 に より 査定 し て も よい の で し ょ うか 。 ーー 8 


(2-6) 経営 再建 計画 の 策定 猫 予 期間 中 に 、 今 般 の 震 災 の 影響 で 、 連 絡 が 一 時 的 に 
取れ な いこ と 等 に より 債務 者 の 実態 把握 が 一 時 的 に 困難 と な っ た 場合 に は 
どの よう に すれ ば よい の で し ょ うか 。 EA 8 


(2-7 ) 債務 者 の 信用 状況 に 変化 が あっ た 都度 査定 を 行なう 随時 査定 を 実施 し て い 
る 場合 に お いて 、 債 務 者 と の 連絡 が 一 時 的 に 取れ な いこ と 等 に より 、 当 該 
債務 者 の 業況 及び 今後 の 見 通し に つい て 把握 する こと が 一 時 的 に 困難 で あ 
る 場合 、 債 務 者 の 実態 把握 が で き 次 第 、 速 や か に 信用 格付 及び 債務 者 区 分 
判定 を 行う 対応 で 問題 な いで し ょ うか 。 ドド に ドド ドド ドド に ドド に に に に いて てい 8 


(2-8) 中 小 企業 で ある 債務 者 の 返済 能力 を 判断 する に あたっ て 、 こ れ ま で 、 金 融 
検査 マニ ュ ア ル 別 冊 [中 小 企業 融資 編 ] を 参照 し 、 代 表 者 の 固定 資産 を 加 
味 し て きま し た が 、 今 般 の 岩 災 の 影響 に より 、 当 該 固定 資産 の 評価 が 一 時 
的 に 困難 で ある 場合 に は 、 岩 災 前 の 固定 資産 税 評価 額 等 に 基づき 、 こ れ ま 
で 同様 、 当 該 固定 資産 を 債務 者 の 返済 能力 に 加味 する こと は 可能 で し ょ う 


(2-9) 原子 力 発電 所 の 事故 に より 、 実 態 把握 が 困難 な 債務 者 の 査定 は どの よう に 
行え ば 良い の で し ょ うか 。 nn 9 


(2-10) 債務 者 が 直近 の 決算 書 を 作成 で き な い 場 合 、 昨 年 の 決算 書 で 正常 運転 資金 
の 判断 を 行っ て も 差し 支え な いで し ょ うか 。 ーー トード ドド ドド に に に レレ に レー ピー 9 


(2-11) 再 評価 ・ 実 査 が 困難 な 担保 物件 の 評価 に つい て 、 そ れ ま で に 把握 し て いる 
情報 を 用 いて 人 査定 し た 場合 は 、「 財 務 諸 表 等 へ 注記 が 必要 」 と され て いま す 
が 、 想 定 し て いる 担保 物件 と は 具体 的 に どの よう な 物件 で し ょ うか 。・・・9 


3. 金融 検査 マニ ュ ア ル (運用 の 明確 化 措置 ) 


(3-1) 赤字 ・ 延 滞 の 「 一 過 性 」 と は 、 今 般 の 明確 化 措置 の 場合 、 ど の 程度 まで 認 
め ら れる の で し ょ うか 。 仮に 計画 停電 や 原材料 の 調達 難 等 の 影響 が 長期 に 
及ぶ 場合 も 「 一 過 性 」 と いえ る の で し ょ うか ゅ 』  t バ ドー ドド ドー に レレ ピー ピー 10 


(3-2) 「 岩 災 に よる 赤字 ・ 延 滞 を 『 一 過 性 』 の も の と 判断 で きる 場合 に は 債務 者 
区 分 の 引き 下げ を 行わ な く て も よい 」 と し て いる 一 方 で 、 別 表 1 「 自 己 査 
定 結果 の 正確 性 の 検証 」 の 要 注 意 先 に か か る 債務 者 区 分 の 検討 に お いて は 、 

「 生 産 活動 の 停滞 等 に より 赤字 と な っ て いる 債務 者 で 、 返 済 能 力 に つい て 
特に 問題 な いと 認め られ る 債務 者 」 を 正常 先 と 判断 し て 差し 支え な いと し 
て いま す 。 「 一 過 性 」 に よる 赤字 で あっ て も 、 返 済 能力 が な けれ ば 「 要 注 
意 先 」 と すべ き と い うこ と で し ょ うか 。 

上 記 の と お り と する 場合 、 例 えば 、 地 震 の 影響 で 売上 が 減少 し 、 か つ 設 
備 修繕 費 が 増加 し た こと に よる 赤字 が 「 一 過 性 の 赤字 」 で あっ た と 判断 で 
きる 場合 、 返 済 能力 の 検証 方 法 は どの よう に 行う の が 適切 で し ょ う 
か 。 is 10 


(3-3) 正常 先 の 債務 者 が 、 岩 災 の 影響 に よる 「 一 過 性 」 の 延滞 に より 、3 カ 月 以 
上 延滞 し た 場合 、 要 注意 先 と する 必要 は な い の で し ょ うか 。……………・ 11 


(3-4) 3 カ月 以上 の 延滞 を 一 過 性 の も の と 判断 し た 結果 、 リ スク 管理 債権 の 3 カ 
月 以上 延滞 債権 や 、 再 生 法 開示 債権 の 要 管 理 債権 の 判定 は どう な る の で し 
ょ うう 11 


(3-5) 3 カ月 以上 延滞 債権 は 金融 再生 法 開示 債権 の 要 管 理 債権 に 該当 する が 、 債 
権 の 全部 又は 一 部 が 要 管 理 債権 で ある 債務 者 は 「 要 管理 先 」 と し な く て も 
RDO ELE NN 11 


(3-6) 実質 破綻 先 に か か る 債務 者 区 分 の 検討 に お いて 、「『 実 質 的 に 長期 間 延 滞 
し て いる 』 も の に 該当 し な い 」 と は 、① 岩 災後 に 初め て 延滞 が 発生 し 、 そ 
の 後 、6 カ月 以上 経過 後 も 延滞 が 継続 し て いる 場合 を 想定 し て いる の か 、 
② 岩 災 時 点 で 既に 5 カ月 の 延滞 が あり 、 震 災後 に 6 カ月 以上 延滞 と な っ た 
場合 も 含め 想定 し て いる の か 、 教 えて くだ さい 。 re 12 


(3-7) 「 延 滞 と みな さ な く と も 差し 支え な い 」 と は 、 状 況 に よっ て は 延滞 と みな 
し て も 問題 な いと いう こと で し ょ うか 。 12 


(3-8) 団体 信用 生命 保険 付 債権 に つい て 、 平 時 と は 異な り 、 当 該 保険 に よる 貸出 
金 回 収 に 要する 期間 が 見 通せ な い 中 、 0 本 岩 災 
に よる 債務 者 の 死亡 確認 及び 特別 失 跡 宣告 等 の 事実 を も っ て 、 分 類 対象 外 
債権 と する こと は 可能 で し ょ うか 。 ま た 、 可 能 で ある な ら ば 、 ど の よう な 
条件 が 整え ば 良い の か 教え て くだ さい 。= ーー ドー ドド ドド に ドレ レレ に に に に に に に し ピー 12 


(3-9 ) 異常 値 控除 に つい て 、「 そ の 他 の 債務 者 に 対す る 貸 倒 実績 率 又は 倒産 確率 
に 影響 し な い 場 合 に つい て 」 と は どう いう 意味 で し ょ よう か 。 ーー 12 


(3-10) 今般 の 賑 災 に よる 貸 倒 等 の 損失 は 全て 異常 値 と し て 控除 し て いい の で し ょ 
うか 。 和議 に 31 30 本 2 は 9 本 2 本 < は 清 ) 誠 人 392 13 


(3-11) 一 般 貸 倒 引 当 金 に つい て は 、 予 想 損失 率 の 算定 に 際 し て 、 岩 災 の 影響 に よ 
る 損失 額 又 は 倒産 件 数 は 異常 値 控除 や グル ー ピ ング の 対象 と な る 旨 、 今 
の 措置 に より 明確 化 さ れ て いま す が 、 破 綻 懸念 先 把 分類 の 貸 倒 実績 率 に 関 
し て も 、 一 般 貸 倒 引 当 金 と 同様 の 取扱 い は 適用 で きる の で し ょ う 


(3 -12) 今般 の 震 災 の 影響 に よる 貸 倒 等 の 実績 を 異常 値 と し て 、 震 災 の 影響 が な い 
貸出 金 の 貸 倒 実績 率 等 に 算入 し な い 場 合 、 予 想 損失 率 を どの よう に 算定 し 
、 貸 倒 引 当 金 を 計上 すれ ば 良い の で し ょ うか 。 ドド 13 


(3-13) 個人 債務 者 の 私 的 整理 に 関す る ガイ ドラ イン に 基づき 、 弁 済 計 画 が 成立 し 
た 場合 、 同 ガイ ドラ イン 7 (2) ① の 「 債 務 者 が 非 事業 者 (住宅 ロー ン 等 
の 債務 者 ) 又は 本 項 (2 ) ② に 該当 し な い 個 人 事業 主 で ある 場合 」 に つい 
て は 、 当 該 弁 済 計画 を 「 合 理 的 で あり 、 そ の 実現 可能 性 が 高い 」 計 画 と し 
て 取り 扱っ つっ て も よい で すか 。 さ ら に 、「 実 現 可 能 性 の 高い 抜本 的 な 計画 」 
と し て 取り 扱う こと も で きま すか 。 モ ーー ドド ドド に ドゥ レレ に レレ に に に に に に に に し し し 15 


(3-14) 相続 税 路線 価 を 用 いて 担保 評価 を 行っ て いる 金融 機関 に つい て は 、 国 税 店 
、 平 成 23 年 11 月 1 日 に 公表 し た 「 調 整 率 」 を 一 律 に 用 いな けれ ば な ら 
な い の で し ょ うか 0 ーー ドド ドド ドド トド に ドド に トレ に に トゥ に に に に に に に に に に に に に に に に に に にし し し し に し し トト 15 


(3-15) 株 式 会 社 東日本 大 岩 災 事業 者 再生 支援 機構 が 買取 決定 等 を し た 債務 者 の 事 
業 再生 計画 は 、「 合 理 的 で あり 、 そ の 実現 可能 性 が 高い 」 計 画 と し て 取り 扱 
っ て も よい で すか 。 を PE RR SF 16 


. 監督 指針 (特例 措置 


(4-1) 今般 の 特例 措置 (計画 策定 の 猫 予 ) を 適用 し て 経営 再建 計画 の 策定 を 猫 予 


し た (中 小 企業 以外 の ) 債務 者 が 、「 最 長 1 年 以内 」 に 計画 を 策定 で き な か 
っ た 場合 、 貸 出 条件 緩和 債権 に 該当 する こと と な る の で し ょ うか 。・…… 18 


(4-2) 岩 災 前 に 貸出 条件 の 変更 を 行い 、 貸 出 条件 緩和 債権 に 該当 する と し て いた 


中 小 企業 以外 の 債務 者 に 対す る 貸出 金 に つい て 、 今 般 の 特例 措置 (計画 策 
定 の 猫 予 ) を 適用 する こと は で きま すか 。 ドド ドド ドド ドド ドド ドー 18 


(4-3) 今般 の 特例 措置 (計画 策定 の 再 猪 予 ) に つい て 、 最 長 1 年 間 の 再 猫 予 の 起 


点 は いつ に な る の で し ょ うか 。 18 


(4-4) 岩 災 後に 貸出 条件 の 変更 を 行い 、 経 営 再 建 計画 の 策定 を 猫 予 し た 中 小 企業 


の 債務 者 に 対し て 、 今 般 の 特例 措置 (計画 策定 の 再 猫 予 ) を 適用 する こと 
は や きま NR SE ES 18 


(4-5) 今般 の 特例 措置 (計画 期間 の 合理 的 延長 ) に つい て 、「 合 理 的 な 期間 」 と 


は 具体 的 に は どの 程度 な の で し ょ うか 。 ee 19 


(4-6) 今般 の 特例 措置 (計画 期間 の 合理 的 延長 ) に つい て 、 固 災 前 に 経営 再建 計 


画 を 策定 し て いた 場合 に つい て も 適用 する こと は 可能 で し ょ うか 。・…… 19 


(4-7 ) 岩 災 前 に 策定 し て いた 経営 再建 計画 の 遂行 が 、 岩 災 の 影響 に より 困難 と な 


り 、 同 計画 の 見 直し を 要する 債務 者 が いま す 。 当該 債務 者 に 対し 再度 の 貸 

条件 の 変更 を 行っ た 場合 、 新 し い 計画 が 策定 され る まで の 間 、 当 該 再 度 
の 貸出 条件 の 変更 が 行わ れ た 貸出 金 は 貸出 条件 緩和 債権 に 該当 する こと と 
な る の で し ょ うか 。 19 


(4-8) 岩 災 前 に 策定 し て いた 経営 再建 計画 の 遂行 が 、 岩 災 の 影響 に より 困難 と な 


り 、 同 計画 の 見 直し を 要する 債務 者 が いま す 。 計画 の 見 直し を 行う まで の 
間 、 貸 出 条 件 緩和 債権 に 該当 する こと と な る の で し ょ うか 。 ……………・ 19 


(4-9) 岩 災 の RO 元 本 等 の 返済 一 時 停止 を 


行っ た 場合 、 当 該 一 時 停止 以降 の 期間 も 延滞 と し 、3 カ 月 以上 延滞 し た 場 
合 に は 開示 の 対象 と な る の で し ょ うか 』。 上 ーー ドド ドド ドド に ドゥ に レレ に レレ に レレ レレ レー 20 


「 平 成 23 年 東北 地方 太平 洋 沖 地震 に よる 災害 に つい て の 金融 検査 マニ 
ュ ア ル ・ 監 督 指針 の 特例 措置 及び 運用 の 明確 化 に つい て 」 に 関す る よく 
ある ご 質問 (FAQ) 

く 本 文 > 


1. 全体 





(1-1) 今般 の 措置 は 平成 23 年 3 月 期 決算 限り の も の で し ょ うか 。 





( 答 ) 
今般 の 特例 措置 等 は 、 東 日 本 大 岩 災 の 影響 に よる 被害 を 対象 と し た も の で あり 、 
必ず し も 平成 23 年 3 月 期 決算 限り の も の で は あり ませ ん 。 





(1-2) 「 和 災害 の 影響 」、「 地 震 の 影響 」 と いう の は 、 具 体 的 に どの 範囲 まで 含め 
て いる の で し ょ うか 。 
( 答 ) 
地震 の 被害 を 直接 受け た 場合 の みな ら ず 、 計 画 停電 や 取引 先 の 被災 等 に よる 原 
材料 の 調達 難 な ど 、 間 接 的 な 影響 を 受け た 場合 も 対象 と し て いま す 。 
な お 、 原 子 力 発電 所 の 事故 の 影響 に つい て も 、 対 象 と し て いま す 。 














(1-3) 今般 の 措置 に 基づく 金融 機関 の 対応 を 検査 で どの よう に 検証 する の で し ょ 
うか 。 











( 答 ) 

今般 の 措置 を 踏ま えた 自己 査定 が 行わ れ て いた と し て も 検査 で 問題 と する こと 
は あり ませ ん 。 ま た 、 通 常 ど お り の 自己 査定 が 行わ れ て いた と し て も 検査 で 問題 
と する こと は あり ませ ん 。 た だ し 、 債 務 者 等 の 実態 を 把握 し て いた に も か か わら 
ず 、 こ れ を 自己 査定 に 反映 し て いな か っ た 場合 に は 、 問 題し と な る こと も あり ます 。 


2. 金融 検査 マニ ュ ア ル (特例 措置 ) 





(2-1) 今般 の 特例 措置 に 基づい て 、 自 己 査 定 を 行わ な いと いけ な い の で し ょ う 
か 。 ま た 、 今 般 の 措置 に 基づく 自己 査定 を 行う 場合 、 自 己 査定 基準 を 見 直す 
必要 は ある の で し ょ うか 。 

( 答 ) 

金融 機関 は 、 債 務 者 の 実態 把握 な ど を 通じ て 得 た 情報 を 自己 査定 結果 に 正確 に 

反映 させ る 必要 が あり ます 。 し た が っ て 、 通 常 ど お り の 自己 査定 が 可能 な 金融 機 

関 は 通常 どおり の 自己 査定 を 行う こと が 原則 で あり 、 こ れ が 困難 な 場合 に 限っ て 、 

今般 の 特例 措置 を 適用 する も の で す 。 

また 、 各 金融 機関 は 自ら 定め た 自己 査定 基準 等 に 基づき 自己 査定 を 行う こと と 
な り 、 現 行 の 自己 査定 基準 が 今般 の 措置 に 基づく 自己 査定 を 許容 する 内 容 で あれ 
ば 自己 査定 基準 等 を 見 直す 必要 は あり ませ ん 。 

この 場合 、 今 般 の 措置 は 岩 災 に 伴う 異例 な 事態 へ の 対応 で ある こと を 踏ま える 

と 、 責 任 の 所 在 を 明確 化す る 観点 か ら 、 例 えば 、 取 締 役 会 で 決算 と 同時 に 今般 の 

措置 に 基づく 自己 査定 を 行っ た こと の 承認 を 得 て お く こ と が 考え られ ます 。 








(2-2)「 一 時 的 に 当該 債務 者 な どの 実態 把握 が 困難 」 と あり ます が 、「 一 時 的 」 を 
どの よう に 解釈 すれ ば 良い で し ょ うか 。 











「 一 時 的 」 と は 、 被 害 の 全容 が 把握 で き な い 等 、 客 観 的 に 実態 把握 が 行え な い 
期間 を 想定 し て いま す 。 具 体 的 に は 様々 な ケー ス が 想定 され ます が 、 例 えば 、 被 
災 地 で 、 一 時 避難 を 余儀 な くさ れ て いる 方 々 に つい て は 、 避 難所 で の 実態 把握 に 
は 自ずと 限界 が ある ケー ス が 多い の で は な いか と 想定 し て いま す 。 





(2-3)「 そ れ ま で に 把握 し て いる 情報 」 と あり ます が 、12 月 末 の 仮 基 準 日 で の 自 
己 査定 結果 を 用 いる こと は で きる の で し ょ うか 。 











「 そ れ ま で に 把握 し て いる 情報 」 と は 、 基 準 日 (3 月 31 日 ) まで に 把握 し て い 
る 情報 を 指し ます が 、 被 災 地 に 本 社 や 主 な 生産 拠点 を 置く 債務 者 等 に つい て は 、 
実態 把握 が 一 時 的 に 困難 で ある こと に より 、 結 果 と し て 3 月 11 日 の 岩 災 前 まで に 
把握 し て いる 情報 (例え ば 、 仮 基準 日 に お ける 情報 ) を 用 いて 査定 せ ざ る を 得 な 
い ケ ー ス が 生じ て も 、 検 査 に お いて 問題 と する こと は あり ませ ん 。 

な お 、「 そ れ ま で に 把握 し て いる 情報 」 を 用 いて 査定 し た 場合 に は その 旨 の 注記 
が 必要 と な る 場合 が あり ます 。 





(2-4 ) 「 財 務 諸 表 等 へ の 注記 が 必要 と な る 場合 が ある 」 と あり ます が 、 注 記 に は 
何 を 書け ば よい の で し ょ うか 。 ま た 、「 開 示 債権 」 に つい て も 注記 の 対応 は 必 
要 な の で し ょ うか 。 





( 答 ) 
金融 検査 マニ ュ ア ル の 特例 措置 で は 、「 少 な く と も 、 そ れ ま で に 把握 し て いる 情 
報 を 用 いて 査定 し た 事実 を 記載 する 」 と し て いま す 。 

「 注 記 」 す る か 否 か は 重要 性 の 原則 で 判断 すべ きも の と 考え られ る こと か ら 監 
査 信 に ご 相談 下さ い 。 ま た 、 注 記 が 必要 と な る 場合 に は 、「 少 な く と も 、 そ れ ま で 
に 把握 し て いる 情報 を 用 いて 査定 し た 事実 」 が 定性 的 に 記載 され て いれ ば 、 検 査 
に お いて 問題 と する こと は あり ませ ん 。 

な お 、「 開 示 債 権 」 に つい て は 、 そ れ ま で に 把握 し て いる 情報 で 区 分 し た 旨 を 
「 注 記 」 す る 必要 は あり ませ ん 。 








(2-5 ) 非 上 場 の 有価 証券 に つい て も 、 合 理 的 な 判断 が 困難 な 場合 は 、 そ れ ま で に 
把握 し て いる 情報 に より 査定 し て も よい の で し ょ うか 。 





( 答 ) 


F コ 


中 見 の と お り で す 。 








(2-6) 経営 再建 計画 の 策定 獲 予 期間 中 に 、 今 般 の 震 災 の 影響 で 、 連 絡 が 一 時 的 に 
取れ な いこ と 等 に より 債務 者 の 実態 把握 が 一 時 的 に 困難 と な っ た 場合 に は ど 
の よう に すれ ば よい の で し ょ うか 。 





( 答 ) 


ご 質問 の よう な 場合 で も 、 そ れ ま で に 把握 し て いる 情報 に より 査定 する こと が 
考え られ ます 。 








(2-7 ) 債務 者 の 信用 状況 に 変化 が あっ た 都度 査定 を 行なう 随時 査定 を 実施 し て い 
る 場合 に お いて 、 債 務 者 と の 連絡 が 一 時 的 に 取れ な いこ と 等 に より 、 当 該 債 
務 者 の 業況 及び 今後 の 見 通し に つい て 把握 する こと が 一 時 的 に 困難 で ある 場 
合 、 債 務 者 の 実態 把握 が で き 次 第 、 速 や か に 信用 格付 及び 債務 者 区 分 判定 を 
行う 対応 で 問題 な いで し ょ うか 。 








貴 見 の と お り で す 。 














(2-8) 中 小 企業 で ある 債務 者 の 返済 能力 を 判断 する に あたっ て 、 こ れ ま で 、 人 金融 
検査 マニ ュ ア ル 別 冊 [中 小 企業 融資 編 〕 を 参照 し 、 代 表 者 の 固定 資産 を 加味 
し て きま し た が 、 今 般 の 岩 災 の 影響 に より 、 当 該 固定 資産 の 評価 が 一 時 的 に 
困難 で ある 場合 に は 、 岩 災 前 の 固定 資産 税 評価 額 等 に 基づき 、 こ れ ま で 同 
様 、 当 該 固定 資産 を 債務 者 の 返済 能力 に 加味 する こと は 可能 で し ょ うか 。 

( 答 ) 

震 災 前 の 固定 資産 税 評価 額 等 が 、 そ れ ま で に 把握 し て いる 直近 の 情報 で あれ ば 、 
これ を 返済 能力 に 加味 し て も 差し 支え あり ませ ん 。 








(2-9) 原子 力 発電 所 の 事故 に より 、 実態 把握 が 困難 な 債務 者 の 査定 は どの よう に 
行え ば 良い の で し ょ うか 。 





( 答 ) 

原子 力 発電 所 の 事故 の 影響 に より 、「 債 務 者 と の 連絡 が 一 時 的 に 取れ な いこ と 等 
に より 、 一 時 的 に 当該 債務 者 な どの 実態 把握 が 困難 」 と いう 事情 で あれ ば 、 人 金融 
検査 マニ ュ ア ル の 特例 措置 に 基づき 、「 そ れ ま で に 把握 し て いる 情報 」 に より 人 査定 
する こと が 考え られ ます 。 

また 、 実 態 把握 が 進ん だ 結果 、 経 営 再建 が 必要 で ある も の の 、 直 ち に 経営 再建 
計画 を 策定 する こと が 困難 な 債務 者 に つい て は 、 監 督 指針 の 特例 措置 を 活用 する 
こと も 考え られ ます 。 








(2-10) 債務 者 が 直近 の 決算 書 を 作成 で き な い 場 合 、 昨 年 の 決算 書 で 正常 運転 資金 
の 判断 を 行っ て も 差し 支え な いで し ょ うか 。 





平成 23 年 3 月 末 ま で に 金融 機関 が 把握 し て いる 情報 が 、 昨 年 の 決算 書 の み で あ 
る な ら ば 、 差 し 支え あり ませ ん 。 な お 、 例 えば 、 仮 基準 日 に お ける 査定 で 勘案 し 
た 情報 等 が 他 に あれ ば 、 こ れ を 勘案 する こと が 考え られ ます 。 








(2-11) 再 評 価 ・ 実 査 が 困難 な 担保 物件 の 評価 に つい て 、 そ れ ま で に 把握 し て いる 
情報 を 用 いて 査定 し た 場合 は 、「 財 務 諸 表 等 へ 注記 が 必要 」 と され て いま す 
が 、 想 定 し て いる 担保 物件 と は 具体 的 に どの よう な 物件 で し ょ うか 。 





( 答 ) 

例え ば 、 岩 災 の 影響 に よる 道路 の 遮断 や 立入 制限 な ど が 行わ れ て いる 場合 な ど 
を 想定 し て お り 、 担 保 の 種類 を 問わ ず 、 再 評価 ・ 実 査 が 困難 で あれ ば 、 今 般 の 措 
置 の 対象 と な り ま す 。 














3. 金融 検査 マニ ュ ア ル (運用 の 明確 化 措置 ) 





(3-1) 赤字 ・ 延 滞 の 「 一 過 性 」 と は 、 今 般 の 明確 化 措置 の 場合 、 ど の 程度 まで 認 
め ら れる の で し ょ うか 。 仮に 計画 停電 や 原材料 の 調達 難 等 の 影響 が 長期 に 及 
ぶ 場 合 も 「 一 過 性 」 と いえ る の で し ょ うか 。 





( 答 ) 


個々 の ケー ス に 応じ て 判断 すべ き 事項 で あり 、 統 一 的 な 判断 基準 を 示す こと は 
で きま せん が 、 例 えば 、 平 成 23 年 3 月 期 に お いて は 、 地 震 発生 日 が 本 年 3 月 11 
日 と 決算 期末 日 に 近接 し て いる こと を 踏ま える と 、 計 画 停電 や 原材料 の 調達 難 等 
か ら 財 務 状 況 が 悪化 し て いる 債務 者 に つい て は 、「 一 過 性 」 は 広く 認め られ る 場合 
が 多い と 考え られ ます 。 

な お 、 今後 の 決算 に お いて も 、 震 災 の 影響 に よる 赤字 ・ 延 滞 を 「 一 過 性 」 の も 
の と 判断 で きる か に つい て は 、 現 時 点 で は 将来 を 見 通す こと は 困難 で ある こと か 
ら 、 各 決算 期 に お いて 判断 する 必要 が ある と 考え られ ます 。 








(3-2)「 岩 災 に よる 赤字 ・ 延 滞 を 『 一 過 性 』 の も の と 判断 で きる 場合 に は 債務 者 
区 分 の 引き 下げ を 行わ な く て も よい 」 と し て いる 一 方 で 、 別 表 1 「 自 己 査 定 
結果 の 正確 性 の 検証 」 の 要 注 意 先 に か か る 債務 者 区 分 の 検討 に お いて は 、「 生 
産 活動 の 停滞 等 に より 赤字 と な っ て いる 債務 者 で 、 返 済 能 力 に つい て 特に 問 
題 な いと 認め られ る 債務 者 」 を 正常 先 と 判断 し て 差し 支え な いと し て いま す 。 
「 一 過 性 」 に よる 赤字 で あっ て も 、 返 済 能力 が な けれ ば 「 要 注意 先 」 と すべ 
き と い うこ と で し ょ うか 。 

上 記 の と お り と する 場合 、 例 えば 、 地 震 の 影響 で 売上 が 減少 し 、 か つ 設 備 
修繕 費 が 増加 し た こと に よる 赤字 が 「 一 過 性 の 赤字 」 で あっ た と 判断 で きる 
但 合 、 返済 能力 の 検証 方 法 は どの よう に 行う の が 適切 で し ょ うか 。 





ー 過 性 の 赤字 ・ 延 滞 と 判断 で きる 債務 者 に つい て は 、 そ も そ も 返 済 能力 が ある 
も の と 考え ます 。「 返 済 能 力 に つい て 特に 問題 な いと 認め られ る 債務 者 」 と 記載 し 
た 趣旨 は 、「 生 産 活 動 の 停滞 等 に より 赤字 」 と な っ て いた と し て も 、 諸 般 の 事情 を 
勘案 すれ ば 返済 能力 に 問題 が な いと 判断 で きる 債務 者 に つい て は 、 正 常 先 と 判断 
し て 差し 支え な いこ と を 明確 化し た も の で す 。 

な お 、 返 済 能力 の 検証 方 法 に つい て は 、 従 来 ど お り 、 債 務 者 の 実態 把握 を 行い 、 
金融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 [中 小 企業 融資 編 〕 も 参照 いた だ き な が ら 、 個 別に 検討 
下さ い 。 








(3-3) 正常 先 の 債務 者 が 、 震 災 の 影響 に に る 「 一 過 性 」 の 延滞 に より 、3 カ 月 以 
上 延滞 し た 場合 、 要 注意 先 と する 必要 は な い の で し ょ うか 。 
( 答 ) 

本 年 3 月 31 日 に 公表 し た 「 今 般 の 措置 の 概要 」 で は 、「 岩 災 に よる 赤字 ・ 延 滞 
を 『 一 過 性 』 の も の と 判断 で きる 場合 に は 債務 者 区 分 の 引き 下げ を 行わ な く て も 
よい こと を 明確 化 」 し て いま す 。 

金融 検査 マニ ュ ア ル に お いて は 、 有 要 注 意 先 の 判断 に あたっ て 、 画 一 的 な 延滞 期 
間 を 要件 と し て お ら ず 、「 履 行状 況 に 問題 が ある 債務 者 の ほか 、 業 況 が 低調 な いし 
は 不安 定 な 債務 者 又は 財務 内 容 に 問題 が ある 債務 者 な ど 今 後 の 管 理 に 注意 を 要 す 
る 債務 者 」 か 否 か を 実質 的 に 判断 する こと と し て いま す 。 

し た が っ て 、 今 般 の 措置 の 趣旨 を 踏ま え 、 各 金融 機関 が 3 カ月 以上 延滞 し た 債 
務 者 に つい て も 「 一 過 性 」 の 延滞 で ある と 判断 で きる 場合 に は 、 正 常 先 に 区 分 し 
て いて も 検査 に お いて 問題 と する こと は あり ませ ん 。 











(3-4) 3 カ月 以上 の 延滞 を 一 過 性 の も の と 判断 し た 結果 、 リ スク 管理 債権 の 3 カ 
月 以上 延滞 債権 や 、 再 生 法 開示 債権 の 要 管 理 債権 の 判定 は どう な る の で し ょ 
うか 。 





( 答 ) 
金融 再生 法 等 に 定め られ た 「 三 力 月 以上 延滞 債権 」 に つい て は 、 今 般 の 措置 に 
より 、 延 滞 を 「 一 過 性 」 と 判断 し て 、 債 務 者 区 分 を 要 注 意 先 ( 要 管 理 先 ) に 引き 
下げ な か っ た と し て も 開示 の 対象 と な り ま す 。 








(3-5) 3 カ月 以上 延滞 債権 は 金融 再生 法 開示 債権 の 要 管 理 債権 に 該当 する が 、 債 
権 の 全部 又は 一 部 が 要 管 理 債権 で ある 債務 者 は 「 要 管理 先 」 と し な く て も よ 
い の で し ょ うか 。 





( 答 ) 

金融 検査 マニ ュ ア ル に お いて は 、「 有 要 注 意 先 と な る 債務 者 に つい て は 、 有 要 管 理 先 
で ある 債務 者 と それ 以外 の 債務 者 と を 分 け て 管理 する こと が 望ま し い 」 と し て お 
り 、 あ くま で も 要 注 意 先 と 判断 し た も の の 中 で 要 管 理 先 を 分 け て 管理 する こと を 
想定 し て いる も の で す 。 

この 場合 、 要 注意 先 の 判断 に つい て は 、 画 一 的 な 延滞 期間 を 要件 と し て お ら ず 、 
A 
「 一 過 性 」 の 延滞 で ある と 実質 的 に 判断 で きる 場合 に は 、 そ の 債務 者 を 正常 先 に 
区 分 し て も 検査 に お いて 問題 と する こと は あり ませ ん 。 














(3-6) 実質 破綻 先 に か か る 債務 者 区 分 の 検討 に お いて 、「『 実 質 的 に 長期 間 延 滞 し 
て いる 』 も の に 該当 し な い 」 と は 、① 岩 災後 に 初め て 延滞 が 発生 し 、 そ の 
後 、6 カ 月 以上 経過 後 も 延滞 が 継続 し て いる 場合 を 想定 し て いる の か 、② 岩 
災 時 点 で 既に 5 カカ 月 の 延滞 が あり 、 震 災後 に 6 カカ 月 以上 延滞 と な っ た 場合 も 
含め 想定 し て いる の か 、 教 えて くだ さい 。 
( 答 ) 
基本 的 に は ① の ケー ス を 想定 し て いま す が 、 岩 災 の 影響 に よる 一 過 性 の 延滞 と 
認め られ る 限り に お いて 、② の ケー ス を 完全 に 排除 し て いる も の で は あり ませ ん 。 








(3-7)「 延 滞 と みな さ な く と も 差し 支え な い 」 と は 、 状 況 に よっ て は 延滞 と みな 
し て も 問題 な いと いう こと で し ょ うか 。 





( 答 ) 


貴 見 の と お り で す 。 








(3-8) 団体 信用 生命 保険 付 債権 に つい て 、 平 時 と は 異な り 、 当 該 保険 に よる 貸出 
金 回 収 に 要する 期間 が 見 通せ な い 中 、 0 の RSE 
よる 債務 者 の 死亡 確認 及び 特別 失 中 宣告 等 の 事実 を も っ て 、 分 類 対象 外債 権 
と する こと は 可能 で し ょ うか 。 ま た 、 可 能 で ある な ら ば 、 ど の よう な 条件 が 
整え ば 良い の か 教え て くだ さい 。 





( 答 ) 
団体 信用 生命 保険 付 債権 に つい て は 、 支 払 事 由 の 事実 が 生じ て いる こと が 確認 
、 保 険 金 の 支払 い が 確 実 と 認め られ る の で あれ ば 、 分 類 対 象 外債 権 と し て 差 
し 支え あり ませ ん 。 ま た 、 保 険 金 の 支払 い が 確 実 か 厨 か を 判断 する に あたっ て は 、 
保険 金 支 払い に 係る 契約 内 容 等 を 踏ま えて 、 判 断 する 必要 が ある と 考え ます 。 








(3-9) 異常 値 控除 に つい て 、「 そ の 他 の 債務 者 に 対す る 貸 倒 実 績 率 又 は 倒産 確率 
に 影響 し な い 場 合 に つい て 」 と は どう いう 意味 で し ょ うか 。 





( 答 ) 

各 金 融 機関 は 、 引 当 金 を 計上 する に あたっ て は 、 過 去 の 貸 倒 損失 等 を 基 に 予想 
損失 率 を 算出 し 、 こ れ を 債権 額 に 乗じ て 必要 な 貸 倒 引 当 金 を 算定 し ます 。 

「 そ の 他 の 債務 者 に 対す る 貸 倒 実績 率 又は 倒産 確率 に 影響 し な い 場 合 に つい 
て 」 と は 、 今 般 の 岩 災 の 影響 を 受け て いな い 債 務 者 の 債権 に 対す る 貸 倒 引 当 金 を 
算定 する 場合 に は 、 今 般 の 岩 災 の 影響 に より 生じ た 貸 倒 損 失 等 を 勘案 せ ず と も よ 

いこ と を 明確 化し た も の で す 。 

















(3-10) 今般 の 震 災 に よる 貸 倒 等 の 損失 は 全て 異常 値 と し て 控除 し て いい の で し ょ 


うか 。 





「 そ の 他 の 債務 者 に 対す る 貸 倒 実 績 率 又は 倒産 確率 に 影響 し な い 」 限 り に お い 

、 今 般 の 震 災 の 影響 に よる 貸 倒 等 の 実績 を 異常 値 と し て 控除 し て も 差し 支え あ 
a また 、 業 種 ・ 地 域 ・ 被 害 状況 等 に 応じ て グル ー ビ ピン グ す る こと も 考え 
られ ます 。 








(3-11) 一 般 貸 倒 引 当 金 に つい て は 、 予 想 損失 率 の 算定 に 際 し て 、 固 災 の 影響 に よ 
る 損失 額 又 は 倒産 件 数 は 異常 値 控除 や グル ー ビ ピン グ の 対象 と な る 旨 、 今 回 の 
措置 に より 明確 化 さ れ て いま す が 、 破 綻 懸念 先 息 分 類 の 貸 倒 実 績 率 に 関し て 
も 、 一 般 貸 倒 引 当 金 と 同様 の 取扱 い は 適用 で きる の で し ょ うか 。 





破綻 懸念 先 に つい て 過去 の 貸 倒 損 失 等 を 基 に 予想 損失 率 を 算出 し 、 こ れ を ル 分 
類 と され た 債権 額 に 乗じ て 必要 な 貸 倒 引 当 金 を 算定 し て いる 場合 に は 、 岩 災 の 影 
響 に よる 損失 額 又は 倒産 件 数 の 取扱 い は 、「 一 般 貸 倒 引 当 金 」 と 同様 に 「 個 別 貸 倒 
引当 金 」 に つい て も 適用 され ます 。 








(3-12) 今般 の 震 災 の 影響 に よる 貸 倒 等 の 実績 を 異常 値 と し て 、 岩 災 の 影響 が な い 
貸出 金 の 貸 倒 実績 率 等 に 算入 し な い 場 合 、 予 想 損失 率 を どの よう に 算定 し 
、 貸 倒 引当 金 を 計上 すれ ば 良い の で し ょ うか 。 





( 答 ) 

例え ば 、 金 融 機関 が 、 要 注意 先 (その 他 要 注意 先 ) に 対す る 債権 に 係る 貸 倒 引 
当 金 の 算定 方 法 と し て 、 過 去 3 算 定期 間 の 貸 倒 実 績 率 の 平均 値 に 基づき 予想 損失 
率 を 算出 し 、 今 後 1 年 間 の 予想 損失 額 を 見 積もる 方 法 を 採用 し て いる 場合 、 今 般 
の 措置 を 勘案 し た 平成 23 年 3 月 期 に お ける 貸 倒 引 当 金 の 算定 方 法 と し て は 、 以 下 
の 方 法 が 考え られ ます 。 


[ 貸 倒 引当 金 の 算定 方 法 ( 例 )】 
【 前 提 】 

と 平成 23 年 3 月 期末 の 要 注 意 先 (その 他 要 注意 先 ) の 債権 額 は 400, 000 百 万 円 。 
この うち 、 岩 災 の 影響 を 受け た も の の 未だ 損失 が 実現 し て いな いも の と し て グ 
ルー ピン グ を 行う こと と し た 債務 者 の 同期 末 の 債権 額 は 8, 000 百 万 円 (期初 に 
お いて は 10, 000 百 万 円 ) 。 

と 第 3 算定 期間 (平成 22 年 4 月 平成 23 年 3 月 ) に 発生 し た 全体 の 損失 額 は 、 
15, 800 百 万 円 (うち 岩 災 の 影響 に よる 損失 が 4,375 百 万 円 で 、 当 該 損失 額 = 
期初 債権 額 ) 。 








単位 : 百 万 円 


期初 債権 額 (⑨) 


貸 倒 実績 率 
損失 額 (⑥) が デン グ を 行 ーー@③ ン ⑧ー(⑥+⑨) 
こと と し た 債務 者 の 期 
異常 値 控除 の 対象 と 判 初代 析 額 (④) 


断 し た 損失 額 (⑥) 


第 1 算定 期間 
(H20/4>H21/3) 


第 3 算定 期間 
(H22/4~H23/3) 





(1) 第 3 算定 期間 (平成 22 年 4 月 ~23 年 3 月 ) の 貸 倒 実績 率 ( 勤 損 額 債権 
額 ) 5 あたっ て 、 異 常 値 控除 の 対象 と し た 債務 者 の 損失 額 ( 三 債権 
額 ) を 分 子 ・ 分 母 か ら 控除 する と と も に 、 震 災 に よる 影響 を 受け た 債務 者 の 
債権 額 を 2 A 除 す る 。 

還 上 記 前 提 の 場合 、(15,800 百 万 円 一 4,375 百 万 円 ) - (300,000 百 万 円 一 
4, 375 百 万 円 一 10, 000 百 万 円 ) = 4 %。 


(2) 予想 損失 率 を (第 1 算定 期間 の 貸 倒 実績 率 十 第 2 算定 期間 の 貸 倒 実 績 率 十 
上 記 (1) に より 求め た 第 3 算定 期間 の 貸 倒 実 績 率 ) 3 に より 算定 する 。 
還 上 記 前 提 の 場合 、 予 想 損失 率 は 、(29% 十 3% 十 49%) 3 ニ 396。 


(3) 岩 災 の 影響 を 受け て いな い 債務 者 に 対す る 貸 倒 引当 金 を 、 岩 災 の 影響 を 受 
け て いな い 債権 額 に 上 記 (2 ) に より 求め た 予想 損失 率 を 乗じ て 算定 する 。 
還 上 記 前 提 の 場合 、 岩 災 の 影響 を 受け て いな い 債 務 者 に 対す る 貸 倒 引当 金 は 、 
(400, 000 百 万 円 一 8, 000 百 万 円 ) x 3% 三 11, 760 百 万 円 。 


(4) グル ー ビ ピン グ を 行う こと と し た 債権 8.000 百 万 円 に つい て は 、 業 種 、 地 域 
又は 被害 状況 等 を 勘案 し て 必要 が あれ ば 更に 細か く グ ルー ピン グ を 行う 。 そ 
の 上 で 、 グ ルー プ 毎 に 予想 損失 率 を 乗じ て 貸 倒 引 当 金 を 計上 する が 、 こ の 場 
te 損失 率 に つい て は 将来 の 損失 発生 見 込 に 係る 修正 を 要する 場合 が あ 

。 修正 の 具体 的 な 方 法 に つい て は 、 把 握 し 得 た 各 グ ルー プ に 係る 事情 を 踏 
科学 


な お 、 上 記 に 示す 方 法 は 、 あ くま で 例示 で す 。 








(3-13) 個人 債務 者 の 私 的 整理 に 関す る ガイ ドラ イン に 基づき 、 弁 済 計画 が 成立 し 
た 場合 、 同 ガイ ドラ イン 7 (2) ① の 「 債 務 者 が 非 事 業者 (住宅 ロー ン 等 の 
債務 者 ) 又は 本 項 (2 ) ② に 該当 し な い 個 人 事業 主 で ある 場合 」 に つい て 
は 、 当 該 弁済 計画 を 「 合 理 的 で あり 、 そ の 実現 可能 性 が 高い 」 計 画 と し て 取 
り 扱 つ て も よい で すか 。 さ ら に 、「 実 現 可能 性 の 高い 抜本 的 な 計画 」 と し て 

取り 扱う こと も で きま すか 。 


1. 個人 債務 者 の 私 的 整理 に 関す る ガイ ドラ イン に 基づき 、 成 立 し た 弁済 計画 
に つい て は 、 人 金融 検査 マニ ュ ア ル の 要件 (「 自 己 査定 」 (別表 1) 1 (3) 
③) を 基本 的 に 満た し て いる と 考え られ る こと か ら 、 当 該 計画 は 、 原 則 、 
「 合 理 的 で あり 、 そ の 実現 可能 性 が 高い 」 計 画 と みな し て 差し 支え あり ませ 
ん 。 


2. また 、 同 ガイ ドラ イン 7 (2) ① に お いて は 、「 債 務 者 が 非 事業 者 (住宅 
ロー ン 等 の 債務 者 ) 又は 本 項 (2) ② に 該当 し な い 個 人 事業 主 で ある 場合 」 
は 、 将 来 に お いて 継続 的 に 若しくは 反復 し て 得る 見 込み が ある 収入 に より 、 
又は 資産 (破産 手続 に お いて 「 自 由 財産 」 と 扱わ れる 財産 を 除く 。) を 処 
分 ・ 換 価 し て 、 債 務 を 原則 5 年 以内 に 弁済 する 計画 を 策定 する こと と な っ て 
いま す が 、 こ れ は 、 同 ガイ ドラ イン の 対象 と な り 得 る 債務 者 が 、 東 日 本 大 岩 
災 の 影響 に よっ て 、 既 往 債 務 を 弁済 で き な く な っ た 個人 の 債務 者 で ある た め 、 
弁済 計画 の 実行 に 時 間 が か か る 場合 も 多い と いう 事情 を 勘案 し た も の と 考え 
られ ます 。 

この よう な 点 に 鑑み 、 上 記 に 該当 する 債務 者 に つい て 、 同 ガイ ドラ イン に 
基づく 弁済 計画 が 成立 し た 場合 に は 、 原 則 、 当 該 計 画 を 「 実 現 可能 性 の 高い 
抜本 的 な 計画 」 と 同様 に 取り 扱っ て も 差し 支え あり ませ ん 。 








(3-14) 相続 税 路線 価 を 用 いて 担保 評価 を 行っ て いる 金融 機関 に つい て は 、 国 税 庁 
が 、 平 成 23 年 11 月 1 日 に 公表 し た 「 調 整 率 」 を 一 律 に 用 いな けれ ば な ら な 
い の で し ょ よう か 。 








( 答 ) 

国税 庁 が 公表 し た 「 調 整 率 」 は 、「『 岩 災 の 発生 直後 の 価額 』 を 算定 する た め の 
も の 」 で あり 、 岩 災後 の 復旧 の 状況 等 は 加味 され て いま せん 。 

一 方 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル に お いて は 、「 担 保 評価 に お いて は 、 現 況 に 基づく 評 
価 が 原則 で あり 、 現 地 を 実地 に 確認 」 す る も の と され て いま す 。 

し た が っ て 、 相 続 税 路線 価 を 用 いて 担保 評価 を 行っ て いる 金融 機関 に つい て は 、 
「 調 整 率 に 基づく 評価 」 が 「 現 況 に 基づく 評価 」 と 一 致し な い 場 合 に は 、「 調 整 
率 」 を 一 律 に 用 いる こと に は な ら な いも の と 考え られ ます 。 

な お 、 担 保 物件 に つい て は 、 原 則 、「 現 地 を 実地 に 確認 」 す る こと と な り ま す が 、 
実地 確認 の 方 法 に つい て は 、 被 災 の 状況 等 に 応じ て 、 現 地 の 実 情 に 即 し た 方 法 を 


15 





採用 し て 差し 支え あり ませ ん 。 





(3-15) 株 式 会 社 東日本 大 岩 災 事業 者 再生 支援 機構 が 買取 決定 等 を し た 債務 者 の 事 

業 再 生計 画 は 、「 合 理 的 で あり 、 そ の 実現 可能 性 が 高い 」 計 画 と し て 取り 扱っ 

て も よい で すか 。 

( 答 ) 

1. 金融 検査 マニ ュ ア ル で は 、 経 営 改善 計 画 等 を 「 合 理 的 で あり 、 そ の 実現 可能 性 
が 高い 」 計 画 と し て 取り 扱う た め に は 、 以 下 の 4 つの 要件 を 満た す 必 要 が ある と 
され て いま す (「 自 己 査定 」( 別 表 1) 1 (3) ③)。 

①「 計 画 期間 」 

「 原 則 と し て 概ね 5 年 以内 」 で あり 、 か つ 、 計 画 の 実現 可能 性 が 高い こと 。 

た だ し 、 中 小 企業 に つい て は 、 当 面 、「5 年 を 超え 概ね 10 年 以内 」 と な っ て 
いる 場合 で あっ て も 、 明 ら か に 達成 困難 と 認め られ な けれ ば 、 差 し 支え な い 。 
(金融 検査 マニ ュ ア ル に 関す る よく ある ご 質問 (F AQ) 9 一 51) 

②「 計 画 期間 終了 後 の 債務 者 区 分 」 

「 原 則 と し て 正常 先 」 で ある こと 。 

た だ し 、 計 画 期間 終了 後に 、 金 融 機関 の 再建 支援 を 要 せ ず 、 自 助 努 力 に より 
事業 の 継続 性 を 確保 する こと が 可能 な 状態 と な る 場合 は 、「 要 注意 先 」 で あっ て 
も 差し 支え な い 。 

③「 取 引 金 融 機関 等 の 支援 状況 」 

全て の 取引 金融 機関 等 が 、 経 営 改 善 計画 等 に 基づく 支援 に 合意 し て いる こと 
が 確認 で きる こと 。 

た だ し 、 一 部 の 取引 金融 機関 等 が 支援 を 行う こと に より 再建 が 可能 な 場合 は 、 
当該 取引 金融 機関 が 経営 改善 計画 等 に 基づく 支援 に 合意 し て いる こと が 確認 で 
きれ ば 足り る 。 

④「 金 融 機関 等 の 支援 内 容 」 

支援 の 内 容 が 、 金 利 減免 、 融 資 残 高 維持 等 に 止ま り 、 債 権 放 棄 、 現 金 贈与 な 
どの 資金 提供 を 伴う も の で は な いこ と 。 

た だ し 、 経 営 改善 計画 等 に 基づき 今後 債権 放棄 等 を 計画 的 に 行う 必要 が ある 

、 既 に 支援 に よる 損失 見 込 額 を 全額 引当 金 と し て 計上 済 で 、 今 後 は 損失 の 発 
生 が 見 込ま れ な い 場 合 な ど を 含む 。 





2. こう し た 観点 か ら 、 株 式 会 社 東日本 大 震 災 事業 者 再生 支援 機構 (以下 「 機 構 」 
と いう 。) が 買取 決定 等 を し た 債務 者 の 事業 再生 計画 を 検討 る と 、 次 の よう に 考 
えら れ ま す 。 

(1) 先ず 、 

上 記 ①「 計 画 期間 」 に つい て は 、 機 構 の 支援 基準 (Q&A) で は 、「 事 業 再生 計 
画 が 金融 検査 マニ ュ ア ル に お ける 『 合 理 的 で あり 、 そ の 実現 可能 性 が 高い 』 経 


営 改 善 計画 と みな され る こと が 必要 と 判断 する 場合 は 、 原 則 と し て 、『 十 分 な 資 
本 的 性 質 が 認め られ る 借入 金 』( い わ ゆ る 資本 性 借入 金 ) を 活用 し 、 当 該 借入 金 
を 資本 と みな し て 10 年 以内 に 債務 超過 が 解消 」 さ れる 見 込み で ある 事業 再生 計 
画 の 策定 を 行う と され て いる こと 

か ら 、 事 業 再 生計 画 は 、「 概 ね 10 年 以内 」 に 経営 改善 が 見 込ま れる も の に な る と 

考え られ ます 。 ま た 、 明 ら か に 達成 困難 と 認め られ る よう な 計画 を 策定 する こと 

は 想定 し が た いこ と か ら 、「 十 分 な 資本 的 性 質 が 認め られ る 借入 金 」 を 活用 する 場 

合 で あれ ば 、 基 本 的 に 、 上 記 ① の 要件 を 満た し て いる も の と 考え られ ます 。 (機構 

の 支援 対象 は 、 基 本 的 に 中 小 企業 ) 

(2) 次 に 、 

・ 上 記 ③「 取 引 金 融 機関 等 の 支援 状況 」 に つい て は 、 機 構 は 、 債 務 者 の 事業 再生 
の た め に 必要 と 認め られ る 債権 に つき 、 関 係 金融 機関 等 か ら 、 買 取 申 込み 等 を 
受け た 上 で 、 買 取 決 定 等 を 行う こと 

・ 上 記 ④「 金 融 機関 等 の 支援 内 容 」 に つい て は 、 機 構 が 事業 再生 計画 策定 後に お 
いて 計画 的 に 債権 放棄 を 行う 必要 が ある 場合 に は 、「 機 構 に 損失 が 発生 し な い 範 
囲 内 」 で 行う こと と され て お り 、 今後 は 損失 の 発生 が 見 込ま れ な いこ と 

か ら 、 基 本 的 に 、 上 記 ③ 及 び ④ の 要件 も 満た し て いる も の と 考え られ ます 。 


3. し た が っ て 、 機 構 が 買取 決定 等 を し た 債務 者 の 事業 再生 計画 に つい て は 、「 十 分 
な 資本 的 性 質 が 認め られ る 借入 金 」 を 活用 し 、 か つ 上 記 ② の 要件 (「 計 画 期間 終了 
後 の 債 務 者 区 分 」) を 満た すこ と が 見 込ま れる 場合 で あれ ば 、 人 金融 検査 マニ ュ ア ル 
の 4 つの 要件 を 基本 的 に 全て 満た し て いる と 考え られ る こと か ら 、 当 該 事 業 再生 
計画 に つい て 、 原 則 と し て 、「 合 理 的 で あり 、 そ の 実現 可能 性 が 高い 」 計 画 と みな 
し て 差し 支え あり ませ ん 。 








. 監督 指針 (特例 措置 





(4-1) 今般 の 特例 措置 (計画 策定 の 猫 予 ) を 適用 し て 経営 再建 計画 の 策定 を 獲 
予 し た (中 小 企業 以外 の ) 債務 者 が 、「 最 長 1 年 以内 」 に 計画 を 策定 で き な 
か っ た 場合 、 貸 出 条件 緩和 債権 に 該当 する こと と な る の で し ょ うか 。 





最長 1 年 以内 に 経営 再建 計画 を 策定 で き な け れ ば 、 貸 出 条件 緩和 債権 と な り ま 
す 。 た だ し 、 岩 災 に よる 直接 の 被害 等 や む を 得 ざ る 事情 に より 、 例 えば 、 1 年 後 
に 再度 の 貸出 条件 の 変更 を 行っ た 場合 に は 、 そ の 時 点 か ら 「 最 長 1 年 以内 」 に 経 
営 再建 計画 を 策定 する 見 込み が ある と 判断 され れ ば 、 そ の 間 は 貸出 条件 緩和 債権 
に 該当 し な いも の と 判断 し て 差し 支え あり ませ ん 。 





(4-2) 震 炎 前 に 貸出 条件 の 変更 を 行い 、 貸 出 条件 緩和 債権 に 該当 する と し て い 
た 中 小 企業 以外 の 債務 者 に 対す る 貸出 金 に つい て 、 今 般 の 特例 措置 (計画 策 
定 の 猪 予 ) を 適用 する こと は で きま すか 。 





( 答 ) 

今般 の 監督 指針 の 特例 措置 の うち 、 計 画策 定 の 最長 1 年 間 の 猫 予 措置 は 、 適 用 
対象 と し て 「 岩 災 の 影響 に より 貸出 条件 の 変更 時 に 直ちに 経営 再建 計画 を 策定 で 
き な い 債務 者 」 を 想定 し て いま す 。 従っ て 、 ご 質問 に ある よう な 、 居 災 前 に 条件 


変更 を 行い 、 計 画 を 策定 し て いな か っ た 中 小 企業 以外 の 債務 者 に 適用 する こと は 
で きま せん 。 





(4-3) 今般 の 特例 措置 (計画 策定 の 再 猫 予 ) に つい て 、 最 長 1 年 間 の 再 猫 予 の 
起点 は いつ に な る の で し ょ うか 。 








( 答 ) 


経営 再建 計画 の 再 獲 予 を 行う 場合 に お ける 「 最 長 1 年 以内 」 の 起点 は 、「 当 初 、 
経営 再建 計画 を 策定 する と 見 込ま れ て いた 日 」 と な り ま す 。 








(4-4 ) 震 災 後に 貸出 条件 の 変更 を 行い 、 経 営 再建 計画 の 策定 を 猫 予 し た 中 小 企業 
の 債務 者 に 対し て 、 今 般 の 特例 措置 (計画 策定 の 再 猫 予 ) を 適用 する こと は 
で きま すか 。 








( 答 ) 

今般 の 監督 指針 の 特例 措置 の うち 、 計 画策 定 の 再 猫 予 措置 は 、 適 用 対象 と し て 

「 地 震 の 発生 前 に 貸出 条件 の 変更 」 を 行っ た 債務 者 を 想定 し て いま す 。 従っ て 、 
ご 質問 に ある よう な 、 岩 災後 に 貸出 条件 の 変更 を 行い 、 経 営 再建 計画 の 策定 を 猫 
予 し た 中 小 企業 に は 計画 策定 の 再 猫 予 措置 を 適用 する こと は で きま せん 。 

た だ し 、 岩 災 に よる 直接 の 被害 等 や む を 得 ざ る 事情 に より 、 計 画策 定 猫 予期 間 








中 に 経営 再建 計画 の 策定 に 至ら な か っ た も の の 、 再 度 の 貸出 条件 の 変更 が 行わ れ 
た 場合 、 貸 出 条 件 の 変更 を 行っ た 日 か ら 最長 1 年 以内 に 経営 再建 計画 を 策定 する 
見 込み が ある と き に は 、 そ の 時 点 か ら 最長 1 年 間 、 計 画 の 策定 が 猫 予 され る こと 
と な り ま す 。 





(4-5) 今般 の 特例 措置 (計画 期間 の 合理 的 延長 ) に つい て 、「 合 理 的 な 期間 」 と 
は 具体 的 に は どの 程度 な の で し ょ うか 。 





岩 災 に よる 影響 度合 い は 、 個 々 の 債務 者 に より 異な る た め 、 経 営 再 建 計画 の 計 
画 期間 の 「 合 理 的 な 期間 の 延長 」 に つい て は 、 各 人 金融 機関 に お いて 、 個 別 具体 的 
に 検討 する こと と な り ま す 。 





(4-6) 今般 の 特例 措置 (計画 期間 の 合理 的 延長 ) に つい て 、 岩 災 前 に 経営 再建 
計画 を 策定 し て いた 場合 に つい て も 適用 する こと は 可能 で し ょ うか 。 





岩 災 前 に 、 経 営 再建 計画 を 策定 し て いた 債務 者 に つい て も 、 今 般 の 特例 措置 に 
より 経営 再建 計画 の 計画 期間 を 合理 的 期間 延長 し て 差し 支え な いこ と と し て お り 
ます 。 





(4-7) 岩 災 前 に 策定 し て いた 経営 再建 計画 の 遂行 が 、 岩 災 の 影響 に より 困難 と 
な り 、 同 計画 の 見 直し を 要する 債務 者 が いま す 。 当該 債 務 者 に 対し 再度 の 貸 
出 条 件 の 変更 を 行っ た 場合 、 新 し い 計画 が 策定 され る まで の 間 、 当 該 再度 の 
貸出 条件 の 変更 が 行わ れ た 貸出 金 は 貸出 条件 緩和 債権 に 該当 する こと と な る 
の で し ょ うか 。 











震 災 に よる 直接 の 被害 等 や む を 得 ざる 事情 に より 、 岩 災後 に 再度 の 貸出 条件 の 
変更 を 行っ た 場合 、 貸 出 条 件 の 変更 を 行っ た 日 か ら 最長 1 年 以内 に 当該 経営 再建 
計画 を 策定 する 見 込み が ある と き に は 、 当 該 債務 者 に 対す る 貸出 金 は 当該 貸出 条 
件 の 変更 を 行っ た 日 か ら 最長 1 年 間 は 貸出 条件 緩和 債権 に は 該当 し な いも の と 判 
断 し て 差し 支え あり ませ ん 。 





(4-8) 岩 災 前 に 策定 し て いた 経営 再建 計画 の 遂行 が 、 岩 災 の 影響 に より 困難 と 
な り 、 同 計画 の 見 直し を 要する 債務 者 が いま す 。 計 画 の 見 直し を 行う まで の 
間 、 貸 出 条件 緩和 債権 に 該当 する こと と な る の で し ょ うか 。 








( 答 ) 

今般 の 特例 措置 に お いて は 、 岩 災 前 に 貸出 条件 の 変更 を 行い 、 計 画策 定 を 1 年 
猪 予 し て いた 中 小 企業 に つい て 、 岩 災 の 影響 に より 当該 中 小 企業 を 取り 巻く 環境 
が 激変 し 、 当 初 の 期限 内 に 計画 を 策定 で き な く な っ た 場合 に は 、( 最 長 1 年間 ) 計 


画策 定 を 再 猪 予 で きる こと と し て いま す 。 

ご 質問 に ある よう な 、 震 災 前 は 順調 に 進捗 し て いた 債務 者 (中 小 企業 以外 も 含 
む 。) の 経営 再建 計画 に つい て 、 岩 災 の 影響 に より 当該 債務 者 を 取り 巻く 環境 が 激 
変 し 、 そ の 見 直し が 必要 と な り 、 か つ 、 当 該 見 直し に 時 間 を 要する と 見 込ま れる 
ケー ス に つい て も 、( 岩 災 発 生 の 日 か ら 最 長 1 年 間 ) 計画 の 見 直し を 猫 予 し て 差し 
支え あり ませ ん 。 

な お 、 当 該 猫 予期 間 中 に お いて 、 人 金融 機関 は 、 

s コン サル ティ ング 機能 を 発揮 し 、 債 務 者 に 対し て 実現 可能 性 の 高い 抜本 的 な 経 

営 再 建 計画 の 策定 支援 を 行う こと や 、 

s 貸出 条件 の 変更 を 含む 支援 を 債務 者 に 対し て 積極 的 に 行う こと 
が 求め られ る こと に ご 留意 くだ さい 。 





(4-9) 岩 災 の 影響 を 受け た 債務 者 か ら の 申込 み を 受け 、 元 本 等 の 返済 一 時 停止 を 
行っ た 場合 、 当 該 一 時 停止 以降 の 期間 も 延滞 と し 、3 カ 月 以上 延滞 し た 場合 


に は 開示 の 対象 と な る の で し ょ うか 。 





( 答 ) 
金融 機関 に お いて 、 今 般 の 岩 災 の 影響 を 受け た 債務 者 か ら の 条件 の 変更 等 の 申 
込み を 口頭 又は 文書 等 で 受け 付け 、 今 後 、 合 理 的 な 期間 内 に 具体 的 な 貸出 条件 の 
変更 を 行う べく 検討 の 手続 き を 踏ん で いる 中 で 、 債 務 者 の 経営 再建 又は 支援 を 図 
る 観点 か ら 、 と りあ え ず 元 本 等 の 返済 一 時 停止 の 実施 に つい て 債務 者 と 合意 に 至 
っ て いる 場合 で あれ ば 、 当 該 返済 一 時 停止 を 貸出 条件 の 変更 に 該当 する も の と み 
な し て 差し 支え あり ませ ん 。 こ の 場合 に お いて 、 債 務 者 が 企業 で あり 、 経 営 再建 
が 必要 な も の の 、 直 ち に 経営 再建 計画 を 策定 する こと が 困難 な 場合 に は 、 監 督 指 
針 の 特例 措置 を 活用 する こと も 考え られ ます 。 
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【 特 例 措置 】( 震 災 に より 一 時 的 に 実態 把握 が 困難 な 債務 者 ) 


'O 資産 査定 は 、 決算 期末 日 (3 月 末 ) を 基準 日 〇 震 災 に より 、 実 態 の 把握 が 困難 な 債務 者 へ の : 
"と し て 、 債 務 者 の 実態 を 踏ま え 行 う | 、 貸出 金 等 に つい て は 、 そ れ ま で に 把握 し て いる : 


情報 に 基づき 人 査定 し 、 そ の 旨 を 「 注 記 」 

0 担保 物件 の 評価 に 当たっ て は 、 決 算 期 末日 を ‘0 再 評価 ・ 実 査 が 困難 な 担保 物件 は 、 そ れ ま で 
: 基準 日 と し て 、 当 該 物件 を 実地 に 確認 を ーー に 把握 し て いる 情報 に 基づき 査定 し 、 そ の 旨 を : 
する 等 、 現 況 に 基づく 評価 を 行う : 「 注 記 」 


【 運 用 の 明確 化 】 (被災 地 に 限定 され ず 岩 災 の 影響 を 受け て いる 債務 者 ) 


0O 一 般 的 な 取扱 いと し て 、 赤 字 の 原因 が 一 過 性 の も の で あり 、 短 期間 に 黒字 化す る こと が 確実 と 見 込ま れる 債 
務 者 に つい て は 正常 先 と 判断 する こと と し て いる が 、 今 般 の 震 災 に よる 赤字 ・ 延 滞 を 「 一 過 性 」 の も の と 判断 
で きる 場合 に は 、 債 務 者 区 分 の 引き 下げ を 行わ な く て も よい こと を 明確 化 。 = 1 ) 1 1) 

〇 貸 倒 引当 金 実績 率 の 算定 に 当たっ て は 、 今般 の 赤 の 影響 に よる 貸 倒 等 の 実績 は 尋常 値 と し て 、 協 火 の 影 才 

: が な い 貸 出 金 の 実績 率 等 に 算入 し な く て も よい こと を 明確 化 。 








2. 監督 指針 の 特例 措置 ( 徹 災 地 に 限定 され ず 震 災 の 影響 を 受け て いる 債務 者 ) 








' 〇 中 小 企業 に 限っ て 、 条件 変更 時 の 経営 再建 計 0O この 取扱 い を 中 小 企業 以外 に も 適用 


固 の 策定 を 最長 1 年 間 衝 巴 O 既に 条件 変更 に 応じ た 中 小 企業 の 経営 再建 計 
画 の 策定 猫 予期 間 に つ いて は 再 延 長 も 可 

〇 計画 期間 に つい て は 、 中 小 企業 以外 は 3 年 、 に 2 0 震 災 に よる 被害 を 考慮 し た 合理 的 な 期間 の 延 
中 小 企業 は 5 年 が 原則 長 も 可 (金融 検査 マニ ュ アル も 併せ て 措置 ) 


= ニュ ニニ ニュ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニー ここ ここ ここ ここ と と と と と と こと テニ ニニ ニニ ニー ここ ミニ ニニ ミニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ = ニ ジ 5。 。。。 。 <・ と ここ ーー ニニ ニニ ニニ ニニ ニュ ニニ ニニ ニニ ニュ ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニテ ニテ ニー デー ニテ ニニ ニニ ニニ ニニ らっこ ニニ ビ デー デー デー ビビ ご こなさ 


監督 指針 の 特例 措置 (貸出 条件 緩和 債権 の 取扱 い ) 


※ 下記 表 で 〇 を 付 し て いる 項目 に 一 つ で も 該当 すれ ば 、 貸 出 条件 緩和 債権 に 該当 し な いも の と 判断 し て 差し 支え あり ませ ん 。 













企業 規模 
条件 変更 の 時 点 



















〇 適用 可能 〇 適用 可能 X 適用 不可 〇 適用 可能 
(従前 どおり ) (従前 どおり ) (従前 どおり ) (特例 措置 ) 
〇 適用 可能 

(特例 措置 ) 

〇 適用 可能 〇 適用 可能 〇 適用 可能 〇 適用 可能 
(特例 措置 ) (特例 措置 ) (特例 措置 ) (特例 措置 ) 

















( 注 1) 特例 措置 ① は 、 適 用 対象 と し て 「 今 般 の 同 地震 の 影響 に より 貸出 条件 の 変更 時 に 直ちに 経営 再建 計画 を 策定 で き な い 債務 者 」 と し 
て いる 。 従っ て 、 震 災 前 に 条件 変更 を 行い 、 計 画 を 策定 し て いな か っ た 大 ・ 中 堅 企 業 に 適用 する こと は 不可 (た だ し 、 岩 災後 に 再度 条 
件 変更 を 行え ば 、 適 用 可能 )。 

( 注 2) 特例 措置 ③ は 、 人 金融 検 査 マ ニュ アル も 併せ て 措置 し て お り 、 岩 災 前 に 策定 され た 計画 の 期間 の 延長 も 可能 。 

( 注 3) 上 記 の 他 、 震 炎 前 は 順調 に 進捗 し て いた 債務 者 (中 小 企業 以外 も 含む 。) の 経営 再建 計画 に つい て 、 震 災 の 影響 に より 当該 債務 者 
を 取り 巻く 環境 が 激変 し 、 そ の 見 直し が 必要 と な り 、 か つ 、 当 該 見 直し に 時 間 を 要する と 見 込ま れる ケー ス に つい て も 、( 岩 災 発 生 の 
日 か ら 最長 1 年 間 ) 計画 見 直し の 猫 予 が 可能 。 
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